	
	観点
	4
	3
	2
	1
	0
	得点

	1
	セミナーの構成
（×2）
	話の構成は明確であり、学習者の関心・興味を惹く大変ユニークな工夫が見られた。
	話の構成は明確であった。
	話の構成はまあ明確であった。
	話の構成は若干不明確であり混乱する箇所がいくつかあった。
	話の構成は全く不明確であり、学習者は何を学習するのかわからず混乱した。
	

	2
	内容の理解・吟味

（×2）
	講師はテーマについて十分理解し内容について適切に吟味していることがうかがえた。
	講師はテーマについて理解しており内容について吟味していることがうかがえた。
	講師のテーマに対する理解がある程度感じられ、内容もある程度吟味されていた。
	講師はテーマに対して深く理解しておらず、内容は部分的に曖昧であった。
	講師のテーマに対する理解は乏しく、内容はまったく吟味されていなかった。
	

	3
	リーダー/リーダーシップとの関連性
	話の内容・素材はリーダーに求められるものであり、その必要性について深く言及されていた。
	話の内容・素材はリーダーに求められるものであり、その必要性について言及されていた。
	話の内容・素材はまあリーダーに関連があり、必要性について触れていた。
	話の内容・素材は若干リーダーに関連していた。
	話の内容・素材はリーダーとは無関係であった。
	

	4
	学習目標の明示
	
	目標は具体的に明示され、

学習者に伝えれられた。
	目標は明示され、学習者に伝えられた。
	目標の提示は明確でなかった。
	目標について言及されなかった。
	

	5
	学習目標の達成
	目標は達成された。
	
	目標はまあ達成された。
	
	目標は達成されなかった。
	

	6
	引用と参考文献

の提示
	セミナーの内容に適した文献が適切に引用され、４つ以上あげられていた。
	セミナーの内容に適した文献が適切に引用され、３つ以上あげられていた。
	セミナーの内容に適した文献が適切に引用され、２つ以上あげられていた。
	セミナーの内容に適した文献が適切に引用され、１つ以上あげられていた。
	セミナーの内容の根拠となる文献があげられていなかった。
	

	7
	熱　意
	伝えようとする熱意が非常に強く感じられた。
	伝えようとする熱意が感じられた。
	伝えようとする熱意はある程度感じられた。
	セミナーに対する熱意があまり感じられなかった。
	伝えようとする熱意が全く感じられなかった。
	

	8
	コミュニケーション
	講師と学習者、学習者同士のコミュニケーションがどちらも効果的にとられた。また、その工夫が多くみられた。
	講師と学習者、学習者同士のコミュニケーションがある程度とれていた。
	講師と学習者、学習者同士のコミュニケーションのうちどちらか一方がとれていた。
	学習を促すコミュニケーションはあまりとれていなかった。
	学習を促すコミュニケーションが全くとれていなかった。
	

	9
	行動・意識の変容

（×2）
	セミナーは十分に行動・意識の変容を促すものであった。
	セミナーは行動・意識の変容を促すものであった。
	セミナーは行動・意識の変容をある程度促すものであった。
	セミナーは行動・意識の変容をあまり促すものではなかった。
	セミナーは行動・意識の変容を促すものではなかった。
	

	10
	場の設定
	
	場の設定はセミナーに十分適したものであった。
	場の設定はセミナーにある程度適したものであった。
	場の設定はセミナーにあまり適したものではなかった。
	場の設定はセミナーに全く不適切であった。
	

	11
	準　備
	
	スタート時に、資料、備品、機器などが十分適切に準備されていた。
	スタート時に、資料、備品、機器などがある程度適切に準備されていた。
	スタート時に、資料、備品、機器などがあまり準備されていなかった。
	スタート時の、資料、備品、機器などの準備は全く不適切であった。
	

	12
	話す速さ
	
	話す速さは適切であった。
	話す速さは、部分的に不適切であったが、全体としては適切であった。
	話す速さは、あまり適切ではなかった。
	話す速さは全く不適切であった。
	

	13
	声の明瞭さ
	
	声は明瞭であった。
	声は部分的に不明瞭であったが、全体としては明瞭であった。
	声はあまり明瞭ではなかった。
	声は全く不明瞭であった。
	

	14
	顔の表情
	
	表情は場の雰囲気に十分適したものであった。
	表情は場の雰囲気にまあ適したものであった。
	表情はあまり場の雰囲気に適したものではなかった。
	表情は場の雰囲気に全く不適切なものであった。
	

	15
	視線の向け方
	
	学習者一人ひとりに配慮した視線の配り方が出来ていた。
	学習者全体に視線を配ることが出来ていた。
	学習者全体に視線を配ることがあまり出来ていなかった。
	学習者に対して、視線を配ることが出来ていななかった。
	

	16
	身振りなど
	
	学習が強く促進されるための効果的な動作（身振り・手ぶり）が行われていた。
	学習が強く促進されるための効果的な動作（身振り・手ぶり）がある程度行われていた。
	学習が強く促進されるための効果的な動作（身振り・手ぶり）があまり行われていなかった。
	学習が強く促進されるための効果的な動作（身振り・手ぶり）が全く行われていなかった。
	

	17
	立ち居振る舞い
	
	立ち居振る舞いは場の雰囲気に十分適したものであった。
	立ち居振る舞いは場の雰囲気にある程度適したものであった。
	立ち居振る舞いはあまり場の雰囲気に適したものではなかった。
	立ち居振る舞いは場の雰囲気に全く不適切なものであった。
	

	18
	言葉の適切さ
	
	用いられた言葉はセミナーの講師として十分適したものであった。
	用いられた言葉はセミナーの講師としてある程度適したものであった。
	用いられた言葉はセミナーの講師としてあまり適したものではなかった。
	用いられた言葉はセミナーの講師として全く不適切なものであった。
	

	19
	時間
	
	
	セミナーの時間は守られていた。
	セミナーの時間は概ね守られていた。
	セミナーの時間は全く守られていなかった。
	

	20
	総合満足度

（×3）
	非常に満足いくものであった。
	満足いくものであった。
	ある程度満足いくものであった。
	あまり満足いくものではなかった。
	満足いくものではなかった。
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